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自己アピールと言葉の知識を､ 障害ゆえに獲得することを遠回

りした祐二です ｡ この時代､ デジタルカメラの普及のおかげで ､

写真が祐二の言葉を代弁してくれました ｡

祐二の写真アルバムを開くと ､ その時の祐二の声が聞こぇて き

ます ｡ いつ のころからか ､ 祐二の写真は祐二の教科書であり､ 日

記であり､ 記憶であり､ 会話の媒体であり､ 人 とつ ながるスキル

なんだと気づきました ｡ (母) 米田千鶴さん
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国鉄(現在の]郎のJl際吉田争によって ､ 乗車率3 00 % とかいう遭うるとら清見電車で痴漢に遭い ､ 過呼吸を

浸こした中学生の時以釆､ 私は電車に乗れない ｡ 今でこそPlちD とかパ= ツ ク障害なんて病名がつくけれど､

当時はそんな風に社会に孫知書れていなカ
ヽ
っ た ｡ 結局､ 誰にもそのことを話せず､ ホ ー ムの端で海星電車

を見送っ て ､ 学校で は遅刻魔のレッテル. _ ｡ いろんな意味で社会は私のr 障害｣ だっ た ｡

祐二君は写真を揺ることが大好きな ､ 気持ちの優しい青年だ｡ 彼は ｢ 自閉症J とか ｢発達障害｣ とかつ て

呼ばれているウケ なんだけど､ 彼の｢障害｣ を理解して一緒に時間を過ごしてみたら ､ 彼が社会の障薯に

なって いる ことなんてひとつもない ことがわかる ｡ そ して ､ 祐= 宕が息苦 しさを感じるとき､ 祐二宕が私

たちの提案を拒むとき ､ 自分の思うようにいかなくて混乱する とき､ 私たちは彼の個性や意思や状況を

理解できていない ｡ むしち彼の障害になっ ているのは私たち自身であり､ 社会なんだと気づく｡

この映画 は､ 初めて母のそばを溺れて チャレンジした祐二膏の旅の記録に､ ご自宅での取材を加えた ｡

ご軍旗が礪窄 してきた引き出 しは ､ 多くの障害がある人の ｢ 助になると確信している ｡ 貞未商哉子(P D )

京む府 ′ヽ噂市井ち､ /士まわ｢ミロめ ｢ 罷韓の壬と音曲 れ せまわ｢ 知 肋 ｢ 裔; ; 掛 こ集っ｢ やつ｢ きた沖 乳

たった三日頓の鴇だった叶わと､ 白申長の丁コ手ユ丁 号責苛･ 米国祐 二看(7 7 歳) l才､
た(丁人の人 のめ( 壬りlこ加わなガちシャンウ

一 言坤L まL た｡

上の 号卦ま､ 離をl 雷の含噂 賓丁人のアトリエに官無京じや乱. たシ ー > ｡

ヰまわ｢ 与れ肋 ｢ コ
ー ヒ ー 言飯島まL た｡ モL l 含哺丁人lこた(丁人号音昔日1壬ちつ1 ､ よ 語言闇きまL た｡

米田祐二 さんプロ ブイ ー ル

1 9 9 1 年生まれ｡ 京都府八幡市在住｡

京都府桃山養護学校中等部3 年の暗 ､

デジタルカメラで本格的に撮影を始

め､ 高等部3 年のとき以来 ､ ∧幡市

を中心に京都市内で写頁展を開催｡

2 0 09 年から｢ 京都とっ ておきの芸術

祭｣ では毎年受賞する他､ 2 0 1 1 年｢八

幡市文化賞 優秀賞｣ を受賞している ｡

母 ･ 兄 ･ 祖母の 4 人家族｡ 自閉症｡
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【後削 《> 河北新報社 詔r 乗コ亡放送 ≡ 一 撃 宇 L ヒ
【主催】 芯欝夢芸騒音芸窟

映画上映後に､ 映画を制作した貞未麻哉子さんの ト ー クと､

映画の音楽を過当したC hih a ｢ u

さんによるミニライフがあります♪

今回は､ 仙台フィ ルハ ー

モ=
一

管弦楽眉 チ ェ リス ト山本純さん

を特別ゲストにお迎えします♪♪

米田祐 二写真館 (撮影地は沖縄と ､ 地元京都府八幡市周辺)




